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高校女子柔道選手の月経現象の現状

目崎 登
1)、

村井文江
2)、

山口 香
3)、

中村良三
1)

1)筑
波大学体育科学系 分筑波大学医療技術短期大学部 め武蔵大学人文学部

要 旨

全日本柔道連盟医科学委員会の 「ジュニア柔道選

手における競技力向上のための経年的総合研究」と

して、高校女子柔道選手 (392名 )を 対象に月経

現象に関するアンケー ト調査を実施した。

高校女子柔道選手では初経発来がやや早い傾向が
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に、柔道選手では月経痛が強い傾向にあった。また、

月経周期の時期により主観的コンディションは大き

く異なり、月経期間中と月経前 1週間が悪いとする

選手が多かった。

以上より、高校女子柔道選手では運動性無月経

が高率であり、また月経周期の時期によリコンディ

ションが大きく変動することから、スポーッ選手と

しての健康管理の面、さらにコンディショエングの

立場からも積極的な対応が必要である。

緒 :キ

スポーツ選手の競技力向上のためには、充実した

適正な トレーエング ・練習とともに、健康管理は非

常に重要である。健康管理に関しては早 くからメ

ディカルチェックが注目され、日本オリンピック

委員会や日本体育協会の主導で実施されることが多

かった。しかし、近年、各競技団体においても積極

的に取り組んでいる。全日本柔道連盟においても各

種大会 (オリンピック競技大会、世界選手権大会な

ど)の 代表選手を中心として、強化選手を対象とし

たメディカルチェックが積極的に実施されている。

全日本柔道連盟医科学委員会 (海老根東雄委員

長)で は、平成 11年 度より 「ジュニア柔道選手に

おける競技力向上のための経年的総合研究」に本格

的に取り組んでいる。その内容は、医学的な立場(循

環器 ・整形外科 ・内科 ・婦人科 ・歯科)と 科学的な

立場 (体力筋力測定 ・形態測定 ・精神′い理 ・栄養)

から実施されており、多岐にわたる総合的な医科学

的研究である。

女子一流スポーツ選手では激しい トレーニングな

どに起因する月経異常 (運動性無月経)が 多く、女

子スポーツ選手の健康管理の面から注目され、重要

視されている
1)。

そこで、婦人科的立場から女子ジュ

ニア柔道選手 (高校女子柔道選手)の 月経現象の現

状について調査した。

対象および方法

A 対 象

全国の高等学校の中から、無作為に女子柔道部を

有する 50校 を抽出し、女子柔道部員を対象として

アンケー ト調査を実施した。回答校は 44校 (表1)

であり、回収率は 880%で あった。回答を寄せた

選手 (選手群)は 392名 であり、その年齢構成を

図 1に示す。なお、対照群としては茨城県内の思春

期女子に関する調査成績を用いた
2)。

B 方 法

月経現象等に関するアンケー ト調査用紙を高等学

校柔道部の責任者 (部長 ・監督)に 郵送し、女子柔

道選手の自己記入式により回答を得た。実施期間は

平成 11年 10月 8日 ～ 11月 8日 とした。

C 統 計処理

各測定値は百分率あるいは平均値土標準偏差

で表 した。有意差検定にはカイ 2乗 検定および

Studentis t検定を用い、統計的有意水準は危険率
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5%未 満 とした。

表 1 ア ンケー ト回答校 と選手数
(順不同)

結 果

A 月 経現象

1.初 経発来年齢

初経発来年齢の分布をみると (図2)、対照群で

は 12歳 での発来者が最も多く、その前後の年齢で

漸減する、ほぼ正規分布を示している。また、選手

群の初経発来者 360名 においても、ほぼ同様の初

経発来年齢の分布が認められるが、やや若年齢での

発来者が多かった (p<005)。 しかし、10歳 未満

での初経発来 (早発思春期)の 頻度は、両群間に差

は認められなかった。なお、初経発来年齢の平均は、

対照群 124± 11歳 、選手群 12.3± 12歳 であり、

両群間に差は認められなかった。

図 1 調 査対象者の年齢構成

年 齢  (歳 )

図2 初 経発来年齢の分布

2.月 経同期

排卵の有無に関わ らず、月経周期 日数により月

経周期を分類すると (図 3)、 不整周期症 (対照群

134%、 選手群 169%)、 補発月経 (夫々 3.4%、

8.7%)、 続発性無月経 (夫々 3.30/。、 169%)な ど

の各月経周期異常は、選手群の方が高率であつた。

すなわち、高校女子柔道選手では月経周期異常が明

らかに高率であつた (pく0.001)。

3.月 経痛

月経時の随伴症状 としての下腹痛、腰痛な どの

疼痛 (月経痛)の 有無、程度を図 4に 示す。症状

目崎 登 ほか

学 校  名 人 数 学 校  名 人数

東海大学附属相棋高等学校 3 那珂湊第一高等学校 8

東京都立駒場高年学校 8 成女女子高等学校 5

型徳大学附属高年学校 4 小杉高等学校 7

立命館ヤ治高等学校 8 高松商業高等学校 6

同朋高等学校 8 旭川大学附属高等学校 7

痢本文理高等学校 8 夙li学院高等学校

桜ケ丘高等学校 5 仙台育英高等学校 6

横須賀学院高等学校 十和島高等学校 7

高岡第一高等学校 5 湊川女子高等学校

秋田経法大学附属高等学校 5 杵築高等学校 8

解井学園寒川高等学校 4 作新学院高等部

盛岡中央高等学校 ヒ浦日本大学高等学校

聖光学院高等学校 4 常磐高等学校 9

日本大学藤沢高等学校 藤村女子高等学校

天理高等学校 青森山田高年学校 9

淑徳高等学校 司山理科大学附属高等学校 6

宮崎商業高等学校 千葉県相市立相高等学校

福岡工業大学附属高等学校 東海大学甲府高等学校

佐賀東高等学校 5 沼津市立沼津高等学校

広島国際学院高等学校 大垣日本大学高等学校

北陸高等学校 11 石川県立津幡高等学校

埼玉栄高等学校 広島工業高等学校 7

mean tt SD

pて005

― 腺 群 tR■,664】

1 2 4 土 市 歳

― 選手群 〔n‐360)

1 2 3 ± 1 2 歳

齢

‐２

籍初
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図3 月 経周期の分類

対照群
(n=1,664)

□ 正常月経 回 不整同期症 E鼓
頻発月経 回

図4 月 経痛の程度

p(0001

選手群

(n=320)

稀発月経 園 続発性無月経

を認めない者は対照群 4070/0、選手群 11.0%であ

り、症状は有るものの日常生活に支障をきたさない

者は夫々 18.50/0、443%で あった。また、症状に

より日常生活に支障があるが、鎮痛剤の服薬を必要

としない者は夫々 266%、 223%で あった。さら

に、日常生活に支障をきたし、服薬を必要とする者

は夫々8.50/0、17.00/0、臥床を必要とする者は夫々

57%、 54%で あった。すなわち、高校女子柔道

選手群

(R=318)

§ 支障 (十十)、 臥床 (十)

選手では月経痛 (月経困難症)が 強い傾向にあった

(pく0901)。

4.月 経前症状

月経前 1週間くらいの時期に自覚する症状として

は (図5)、いらいら・精神的不安定などの精神症

状が最も多く (538%)、 次いで水分貯留症状とし

ての体重増加 (328%)、 浮腫 (125%)で あり、

乳房症状 (疼痛 ・緊満感)も 253%に 認められた。

日 症状

田 支障

対照群

{n=1,873)

(―)  2支 障

(―)  田 支障

(十)、 服葉

(十)、 服薬

一　

　

十

57% 54%

陣i義要:
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図 5 月 経前 1週 間の自覚症状

B 月 経周期の影響

1.月 経周期とコンディション

月経期間中に練習を休む者は 0.6%、練習量を〕吠＼

らす者は 34%で あり、大部分の者 (960%)は 通

常通りの練習を行つていた。

月経周期の時期を月経期間中、月経後 1週間くら

い、月経と月経の中間期、月経前 1週間くらい、の

4期 に分けて主観的コンデイションを調査した (図

6)。各時期における主観的コンデイションは、月

経期間中を除いて、変わらないとする者が多かっ

た。しかし、月経期間中と月経前 1週間くらいの時

期にコンデイションが悪いとする者が明らかに多く

(p<0.001)、月経後 1週間くらいと中間期では良い

とする者が多く認められた。

図6 月 経同期と主観的コンディション

月経期間中

局経後 1週間

中同期

月経前 1週間

%

やP40 001 VS属軽期間中 S,(0 05 VS月経後1週間 存 pO C01 VS局ほ前1還向

2.月 経周期と減量

月経前 1週 間の時期の減量について他の時期と

比較すると (図 7)、普段 と変わらない と感 じて

いる者は 276%で あるが、落ちにくいとする者は

640%と 高率であつた。

図7 月 経前 1週 間の減量

考 察

激しいスポーツ活動に起因する月経異常は運動性

無月経と総称され、一流女子スポーツ選手の健康管

理に際して、重要な課題となっている
1)。

一流女子スポーツ選手では、初経発来前の非常に

早期から開始する激しいトレーエングや厳しいウェ

イトコントロールにより、初経発来が遅延すること

が報告されている
3)。

高校女子柔道選手では一般少

女に比べて初経発来が早い傾向が窺われるが、平均

初経年齢には差は認められなかった。なお、15歳

以降での初経発来 (遅発思春期)の 頻度は、対照群

(51%)よ り選手群 (27%)の 方が少なかった。

これは、高校女子柔道選手 (15歳以降)で は初経

未発来の者 (32名)が いる影響と考えられる。

現在の月経の現状として、月経周期日数から月経

周期をみると、高校女子柔道選手では不整周期症、

締発月経、続発性無月経などの各種月経周期異常が

明らかに高率であつた。これら運動性無月経の発現

機転としては、1)精神的 ・身体的ストレス、2)体

重 (体脂肪)の 減少、3)ホ ルモン環境の変化、な

どの要因が相互に関与することにより発症すると

されている
4)。

しかし、高校女子柔道選手における

運動性無月経の発症要因としては、頻繁に繰り返さ

目崎 登 ほか
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れる減量が重要な影響を及ぼしているものと考えら

れ、今後の詳細な検討が必要である。

月経痛により日常生活に支障をきたすとする月経

困難症の頻度は、対照群 408%、 選手群 44%と

両群間に差は認められない。しかし、服薬さらには

臥床を必要とする重症の月経困難症の頻度は、夫々

142%、 224%で あり、高校女子柔道選手におい

て明らかに高率であった。一流女子スポーツ選手は

一般女性より月経困難症の頻度は低いことが知られ

ているが
5)、

高校女子柔道選手において重症の月経

困難症が高率である根拠は明らかではない。 しか

し、思春期の月経困難症の大部分は婦人科的な疾患

を有しない機能性月経困難症であり、その要因とし

て排卯性月経周期の存在、あるいは月経に対する受

容の気持ちが重要視されており
6)、

これらの要因が

関与しているものと考えられる。

月経は約 1ケ月の同期で繰り返される7日 間程度

の子宮からの出血と捉えられる。しかし、その調節

機構は単純なものではない。同期的に月経が発来す

るためには、視床下部一下垂体一卵巣系のホルモン

が相互に調節 して子宮に作用している。すなわち、

月経調節機構は非常に微細に調節されているが、各

ホルモンは全身を循環、作用していることからも、

月経現象は非常にダイナミックな生殖生理機能であ

る。さらに、月経周期における大きなホルモン変動

は、月経同期の時期における女性の体調に大きな変

化をもたらしている。月経前 1週間の時期(黄体期)

において、種々の精神症状、水分貯留症状、さらに

乳房症状などが認められることが多い。大部分の者

は日常生活に支障をきたすことはないが、これら症

状により日常生活に支障をきたす場合は月経前症候

群といわれる。高校女子柔道選手においても、これ

ら症状が高率に認められたが、日常生活に支障をき

たす者はいなかった。これら症状は、種々の要因に

より出現するが、黄体期において卵巣からの分泌が

高まるホルモン (プロゲステロン)の 作用によると

考えられている。

高校女子柔道選手の月経周期の各時期における

柔道科学研究,7,1-6(2002)

主観的なコンディションの差異をみると、月経期間

中と月経前 1週間くらいの時期で悪いとする者が多

く、月経後 1週間くらいと中間期では良いとする者

が多い。この傾向は、一流女子スポーツ選手に関す

る報告と一致するものである
7)。

月経期間中は出血

していることからも、コンディションの悪化は理解

可能である。しかし、月経期以外の時期の差異につ

いて卵巣周期の立場からみると、卯胞期から排卯期

はヨンディションは良いが、黄体期には悪いことを

示している。黄体期に卯巣から分泌されるプロゲス

テロンの生理作用としては、温熱中枢を刺激しての

体温上昇作用、中枢性麻酔作用、水分貯留作用、な

どが知られている。すなわち、黄体期に主観的コン

デイションが悪くなる要因として、プロゲステロン

の作用が影響しているものと考えられる。また、月

経前 1週間くらい (黄体期)に おいて減量に苦慮す

る選手が多いが、これは水分貯留作用によると解釈

することができる。

結 論

高校女子柔道選手の月経現象の現状についてア

ンケー ト調査を実施したが、運動性無月経が高率で

あることが明らかとなった。また、月経周期の時期

により主観的コンディションが大きく異なり、さら

に月経前 1週間の減量に苦慮している実状が示され

た。これらは、スポーツ選手としての健康管理ばか

りでなく、コンディショエングの面からも非常に重

要な課題であり、積極的な対応が必要と思われる。
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一流女子柔道選手に対するメディカルサポート

目崎 登
1)、

佐々木純
-2)、 山田 香

3)、
中村良三

1)   t

l)筑
波大学体育科学系 2)総合守谷第一病院産婦人科 3)武蔵大学人文学部

要 旨

平成 11年 4月 1日 からの 1年 間に、平成 11年

萱全日本柔道連盟女子強化選手、A・B強 化選手 (A

B群 46名 )お よびC強 化選手 (C群 44名 )を 対

象に、メディカルサポー トの一貫として、疾病 ・外

傷等の届出およびアンチ ドーピング教育として薬

物確認を FAXを 使用して実施した。また、平成 12

年 3月 の全体強化合宿時に、 1年 間の疾病 ・外傷等
ミ

に関するアンケー ト調査を実施した。

1.疾 病・外傷等の調査:AB群 では延べ 39名 (実

人数 29名 、6300/0)、48件 の外傷等が発生し、報

告は延べ 24名 (実人数 18名、621%)、 30件 であつ

た。C群 では延べ・実人数 12名 (273%)、 13件 で、

報告は2名 (167%)、 2件 であつた。傷害部位は

墜部が最も多く、次いで肩部、肘部であった。なお、

手術は8例 で施行された。 2.薬 物確認調査 :AB

群では延べ 25名 (実人数 13名 、283%)、 C群 で

は延べ ・実人数 4名 (91%)か ら、53薬 剤の確認

がなされた。禁止薬物としては総合感冒薬、気管支

拡張剤、鎮痛剤 (手術時使用)、ドリンク剤があった。

また、局所麻酔剤および副腎皮質ホルモン剤の局所

注射、富け腎皮質ホルモン剤吸入の届出もなされた。

以上より、女子柔道選手に対するアンチドーピン

グ教育を含めた、メディカルサポー トの継続の必要

性が明らかとなった。

結 r子

スポーツ選手が競技大会において実力通りの成績

を収めるためには、日々の トレーエング ・練習によ

る競技力向上ばかりでなく、健康管理も非常に重

要である。健康管理としてはメディカルチェックが

注目され
1)、

多くの競技団体が一流選手を対象とし

て実施している。しかしながら、競技大会に向けて

の長期的な体調管理 ・コンディショニングを考える

場合には、メディカルチェックのみでは不十分であ

り、ドクター、トレーナー、トレーエング・ドクター、

栄養士等を含めた総合的なメディカルサポー トが重

要である。とくに、スポーツ傷害 ・外傷の予防や治

療、さらに早期復帰のためにはメディカルサポー ト

体制の整備が必要である。しかしながら、柔道界に

おいては、未だその十分な体制が構築されていると

は言い難いのが現状である。

近年の世界的なアンチ ・ドーピング活動の中で、

競技会 ドーピングコントロール (competition)ば

かりでなく、競技会外 ドーピングコントロール (out

of competition)が頻繁に実施され、厳しくドーピ

ングは規制され、また違反者に対する厳正な処罰

が実施されている
2)。

何らかの治療目的で使用され

る薬物がドーピング禁止薬物に指定されているもの

もあり、本人にドーピングの意識がなくとも、その

使用により厳しく罰せられることとなる。このよう

な、不注意によるドーピング行為を防止しなければ

ならない。そのためには、その基礎知識を習得させ

ること、および徹底したアンチドーピング教育も重

要である
3)。

そこで、女子柔道強化選手に対するメディカルサ

ポー トの一貫として、FAXを 使用しての疾病 。外

傷等の届出およびアンチドーピング教育として使用

薬物の確認システムを試みた。

対象および方法

1.対 象

平成 11年度全日本柔道連盟女子強化選手、国際

大会に出場するA強 化選手およびそれに準ずるB強

- 7 -
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化選手 (AB群 46名 )、20歳 以下で高校生を主体

とするC強 化選手 (C群 44名 )を 対象とした。

2.方 法

平成 11年 4月 1日 から平成 12年 3月 31日 の

1年 間について、図 1に示す手順で FAXを 使用し

て調査した。

図 1 届 出書および薬物確認書の流れ

受 診
→
キ

ー ー ー

診断書

薬物確認書

FAX
ふ

(電話相談)

全日本柔道連盟

受信後、直ちにドーピング禁止薬物であるかについ

て、さらに必要に応じてコメントを付して FAXに

より返信を行つた。なお、各強化選手の所属の指導

者には、事前にドーピング禁止薬物リストを送付し

た。

表 1 疾 病 ・外傷等の調査結果

AB郡 (46名 ) アンケー ト調査 報  告

延べ人数 39名 (87.80/0) 24名 (615%)

実 人 数 29名 (6300/o) 18名 (621%)

件  数 48件 30件 (625%)

C郡 (44名) アンケー ト調査 報 告

延べ人数 12名 (2730/0) 2名 (167°/0)

実 人 数 12名 (2730/0) 2名 (167%)

件  数 13件 2件 (154%)

結 果

1.疾 病 ・外傷等の調査

AB群 では延べ 39名 (実人数 29名 、630%)、

48件 の外傷が発生し、これらのうちで FAXに よ

り報告された ものは延べ 24名 (実人数 18名 、

62.1%)、30件 (625%)で あつたoC群 では延べ・

実人数 12名 (273%)、 13件 で、これらのうちで

FAXに よる報告は 2名 (167%)、 2件 (1540/0)

でぁった (表 1)。すなわち、AB群 の方がC群 よ

り傷害発生率は明らかに高率であり、また報告率も

高かつた。

全傷害 61例 の傷害部位は、AB群 では膝部、肘

部、肩部が、C群 では膝部、肩部が多かつた。全体

の傷害部位は、膝部が 17例 と最も多く (279°/o)、

次いで肩部 10例 (164%)、 肘部 7例 (115%)

でぁった (表2)。診断名としては、膝部では内側

側副朝帯損傷 (5例 )、前十字靭帯損傷 (3例 )、半

月板損傷 (3例 )が 、肩部では肩鎖関節脱臼 (4例 )、

肩関節脱白 (4例 )が 、肘部では内側側副靭帯損傷

(4例 )が 多く認められた (表3)。なお、手術は表

4に 示す診断により8例 (131%)に 施行された。

-8 -
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〕
▼

トレーナー

→  直 ちに行う
―――ナ  必 要に応じて

a疾 病 ・外傷等の調査

練習を3日 以上休む疾病 ・外傷等の属出 (報告)

を FAXを 使用して実施した。また、必要に応じて

診断書の提出、および担当医との直接連絡を行つ

た。さらに、平成 12年 3月 の全強化選手を対象と

する強化合宿時に、 1年 間の疾病 ・外傷等に関する

アンケー ト調査を実施した。

b薬 物確認調査

医療施設 (病院)に よる処方ばかりでなく、薬局

での自己購入を含め、種々の手段で入手した薬物の

届出 ・確認を、FAXを 使用して実施した。FAXを
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表 4 手 術症例

(2002)

表 2 傷 害の部位

部

部

部

腕

指

部

部

腿

部

腿

節

他

関

の

頚

肩

肘

前

手

胸

腰

大

膝

下

足

そ

6例

0例

7例

3例

3例

2例

3例

2例

7例

3例

3例

2例

( 9 3 0 / 0 )

( 1 6 4 % )

( 1 1 5 % )

( 4 9 % )

( 4 . 9 0 / 0 )

( 3 3 % )

( 4 9 % )

( 3 3 % )

( 2 7 9 % )

( 4 9 % )

( 4 9 % )

( 3 3 % )

抗生物質

鎮痛剤

局所麻酔剤

気管支拡張剤

総合感冒薬

去疾剤

10種 類

5種 類

4種 類

2種 類

4種 類

3種 類

前十字靭帯損傷

半月板損傷

蜂奮織炎

肘部管症候群

デクエルバン腱鞘炎

鼻中隔彎曲症

2例

2例

1例

1例

1例

1例

表 5 薬 物の分類

2.薬 物確認調査

AB群 では延べ 25名 (実人数 13名 、283%)、

C群 では延べ 。実人数 4名 (91%)か ら、53薬 斉け

つ電出 ・確認がなされた。

薬物の分類は多岐にわたるが、抗生物質 (10種

寝|、抗ヒスタミン剤 (7種 類)、消化性潰瘍剤 (6

種類)、鎮痛剤 (5種 類)が 多かった (表5)。なお、

ドーピング禁止薬物としては総合感冒薬、気管支拡

張寄|、鎮痛剤 (手術時使用)、ドリンク剤があった。

また、局所麻酔剤および副腎皮質ホルモン剤の局所

=射 、副腎皮質ホルモン剤吸入の届出もなされた。

副1腎皮質ホルモン剤 3種 類

抗ウイルス剤  2種 類

抗ヒスタミン斉1 7種 類

消化性潰瘍剤  6種 類

その他    7種 類

考 察

スポーツ障害としては、整形外科的な外傷 (傷害)

ばかりでなく、内科的諸問題や女子選手の場合には

婦人科的な問題も重要である。しかし、スポーツ選

手のパフォーマンスに直接的に影響し、さらに選手

生命にも重大な影響を及ぼすのは整形外科的傷害で

ある。激しいトレーエング・練習を実施する一流ス

ポーツ選手では、スポーツ外傷 。障害が多く発生す

ることは周知の事実である。対人競技としての格闘

技である柔道競技においても、その発生頻度は決し

て低くはない。選手の立場からは、傷害については

出来る限り公表せずに、何とか対処したいとするの

は当然の行動である。しかし、選手強化の現場、指

導者 (コーチ)の 立場からみた場合、選手の傷害

は国際試合への選手派遣にも影響を及ぼすことから

も、傷害発生の情報の詳細を早く入手することも必

要である。さらに、メディカルサポー ト・スタッフ

としては、その担当職務からも、選手の早期の競技

復帰のためのアドバイスや治療 ・処置のためにも、

正確な情報を早期に入手することが重要である。

全日本柔道連盟女子強化選手の 1年間 (平成 11

年度)の 傷害発生率は、A・B強 化選手 (AB群)で

は 63.00/0、C強 化選手 (C群)で は 273%で あり、

AB群 の方が高率であった。このことは、AB群 の方

ヽ
き

外似1側富1靭帯損傷

滑液包炎

後十字靭帯損傷

膝捻挫

肩鎖関節脱臼

肩関節脱臼

腱版損傷

肩甲帯損傷

内側側副靭帯損傷

肘部管症候群

肘脱白剥離骨折

変形性関節症

5例

3例

3例

2例

2例

1例

1例

4例

4例

1例

1例

4

1例

1例

1例

表3 主 たる傷害部位の診断名

内側側副靭帯損

前十字靭帯損傷

半月板損傷
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が競技レベルが高いことからも、試合時の発生のみ

ならず、日常的に激しい練習を実施している結果と

考えられる。傷害発生時の届出 (報告)は 、実際の

傷害に対 して AB群 では 6250/0、C群 では 1540/0

であった。この事実は、AB群 の方が自己の傷害に

対する危機感が強く、また健康管理に対する認識が

高いことを示 しており、20歳 未満の高校生を主体

とするC群 では、未だ自己の健康管理やコンディ

ショエングに対する認識が低いためと考えられる。

女子柔道選手のスポーツ傷害部位としては、膝

部 は 27.9%で あ り、次いで肩部 164%、 肘部

11.5%が 多かった。なお、膝部の傷害として内側

側副靭帯損傷が最も多く、次いで前十字靭帯損傷、

半月板損傷であった。しかし、関東労災病院スポー
、＼

ツ整形外科の外来受診者の統計では、スポーツ傷害

部位としては膝部が最も多く、女子スポーツ選手の

場合には約 40%を 占めており、次いで脊柱 (主に

腰部)、足関節、下腿部となっている。また、膝部

傷害の統計では膝内障が最も多く、次いで前十字靭

帯損傷、半月板損傷である
4)。この傷害の部位 ・種

類の違いは、柔道選手のスポーツ傷害における競技

特性を示しているものと思われる。

薬物確認調査における届出率は、AB群 283%、

C群 91%で あった。AB群 の傷害発生率が高いこ

とを考慮しても、基本的に疾病発生率には差はない

と考えられることから、C群 の届出率は低すぎると

考えられる。届出がなされたのは 53薬 剤であり、

抗生物質が最も多く、次いで抗ヒスタミン剤、消化

性潰瘍剤、鎮痛剤などであった。前 2薬 剤は上気道

感染症に対しての処方が大部分であった。消化性潰

瘍剤は鎮痛剤による胃腸障害防止のための同時処方

のみでなく、胃 ・十二指腸潰瘍に対しても用いられ

ていた。 ドーピング禁止薬物としては総合感冒薬、

気管支拡張剤、鎮痛剤 (手術時使用)、 ド リンク剤

があった。総合感冒薬は薬局においての自己購入で

あるが、同薬にはエフェドリン系薬物を含有してい

ることから問題となる。なお、使用者 4名 中3名 は

C群 の選手であつた。気管支喘息に対して使用され

る気管支拡張剤には、 ドーピング禁止薬物と使用が

認められる薬物があることからも、 ドーピング禁止

薬物リス トの活用が重要である。鎮痛剤についても

一部の薬物が禁止されており、その使用に際しては

十分な配慮が必要である
5)。

今回届出があったのは、

手術後の疼痛対策として 1回のみの使用であり、と

くに問題にはならないと考えられるが、今後の使

用については注意が必要である。 ドリンク剤にはカ

フェイン等の禁止薬物を含有しているものが多く、

その飲用習慣は厳に慎むべきである。同一の薬物で

も認められる使用方法が規定され、それ以外の方法

によった場合にはドーピング違反となる薬物として

は、スポーツ外傷に対しての局所麻酔剤および副腎

皮質ホルモン剤の局所 ・関節内注射、喘息の副腎皮

質ホルモン剤吸入が届出られた。しかし、これらの

長期連用には、重大な副作用もあることからも、十

分な配慮の基での慎重な投与が望まれる。

届出された薬物の調査結果をみると、事前に送付

していたドーピング禁止薬物リストが有効に活用さ

れていたとは考え難い。アンチ ドーピング教育は、

選手のみならず、その指導者に対しても実施する必

要があると考えられる。

現在、柔道競技においては競技会 ドーピングコン

トロールが実施されているが、多くの競技スポーツ

においてはすでに競技会外 ドーピングコントロール

が頻繁に実施されている。いずれ、柔道競技におい

ても競技会外 ドーピングコントロールが実施される

こととなると考えられる。一流柔道選手におけるア

ンチドーピングの認識は高まっているが、それに次

ぐ選手における認識は未だに低く、アンチドーピン

グ教育が徹底されていないのが現状であり、薬物の

使用に際しては十分な配慮が必要である。
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有賀誠司ほか

柔道選手の体力測定法に関する研究
～全日本男子強化選手に実施した新測定項目について～ t

有賀誠司 (東海大学スポーツ医科学研究所)、小山勝弘 (山梨大学)、射手矢岬 (東京学芸大学)、

中村波雄、小田千尋 (東海大学スポーツ教育センター)、田村尚之 (国立スポーッ科学センター)

1.は じめに

全日本柔道連盟科学研究部は、男子強化選手を対

象とした体力測定を、長年にわたって継続的に実施

しており、測定結果は主として選手の体力の現状を

把握するために役立てられてきた
1)。

将来において、休力測定を日本選手の国際競技力

向上にさらに活用するためには、測定内容や結
果(

のフィー ドバック方法について、現場の状況やニー

ズにマッチしたものへと改善することが不可欠であ

ると思われる。測定内容の検討にあたっては、柔道

の動作や要求される休力の特異性、選手が日頃所属

で実践しているトレーエング内容、柔道選手に起こ

りやすい傷害の予防との関連、所属でも簡便かつ安

価に実施できること、などについて配慮することが

必要である。また、測定結果のフィー ドバックにあ

たっては、柔道との関連や測定値を改善するための

トレーニング法を提示することも重要である。

本報告では、上記のような観点から試案された新

しい体力測定項目について、全日本柔道男子強化 ・

指定選手及びジュニア強化選手に実施させ、その結

果について検討を試みた。

2.方 法

(1)対 象

対象は2001年 12月 時点における全日本男子

強化 ・指定選手 49名 及び、ジュニア強化選手 22

名の合計 71名 であった。選手の階級別の身体的特

徴は表 1の通りである。

(2)測 定日及び測定場所

2001年 12月 20日 、国立スポーツ科学セン

ター トレーエング休育館にて実施した。

表 1.対 象の階級別の身体的特徴

陪織 人数 体重(【3) 体脂肪率(%)

89ェ 1(〕

‐66Rg 1 1 69 )ヽti 2() 1()3二 ()9

-73k魯 1 3 757子モ l S 124■ モ6

‐81【g 9 839ュユ19 1キ()■16

910上 24 1+9上 06

‐100【B l l 10f181と36 17,主 14

■i tlC)k母 1304+R9 23ユ ■117

(3)体 力の測定

1)最 大挙上重量の測定

バーベルによるベ ンチプ レス とスクワッ ト、片

手によるダンベルスナ ッチの最大挙上重量 (以下

lRM)の 測定を行った。各測定種 目の lRMの 測定

にあたっては、フォームの説明を行 うと共に、 3

セットのウォームアップを行わせた。また、極 目間

には十分な休息をとり、前の測定の疲労が後の測定

に影響を与えないように配慮 した。

ベンチプレスとスクワットの動作については、藤

瀬 ら
2)が

規定 した方法に基づいて実施 した。ベ ン

チプレスの動作は、専用のベンチに仰向けになって

ラックに載せたバーベルを両手で握 り、ラックから

はず して両肘を伸ばして開始姿勢をとった後、バー

ベルをゆっくりと胸部に触れるまで下ろし、次いで

バーベルを挙上 して肘を完全に伸展するものとし、

これらの一
連の動作を完全に遂行することが可能な

バーベルの最大重量を測定値 とした。ベンチプレス

の際のバーベルの握 り幅は、肩幅よりこぶ し2つ 分

外側にくるように規定 した。動作中に、足が床から

離れたり、腎部がベンチのシー トから離れた場合に

は失敗とみなした。

-12-
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スクワットの動作は、バーベルの中央部を肩に載

せて直立した開始姿勢から、大腿部上端が床面と平

′手になるところまでしゃがみ、直立姿勢までバーベ

ルを挙上するものとし、これらの一連の動作が完全

に遂行することが可能なバーベルの最大重量を測定

r萱とした。動作中に姿勢が崩れたり、しゃがむ深さ

が不十分だった場合には失敗とみなした。

ダンベルスナッチの動作 (写真 1)は 、片手に 1

官のダンベルを保持してしゃがみ、ダンベルのシャ

フト部が両は,の膝蓋骨下端より低い位置にくるよう

にして開始姿勢をとり、床を勢いよく蹴って上体を

起こしながら、全カスピー ドでダンベルを頭上まで

一気に挙上し、静止して直立するものとし、これら

つ一連の動作が完全に遂行することが可能なダンベ

ウの最大重量を測定値とした。頭上にダンベルを挙

二した時に、肘が曲がった状態で静止してから肘を

仲ばしたり、頭 上でダンベルを静止せずに下ろした

場合には失敗とみなした。

2)片 脚 4方 向ジャンプ

平らな床面上に、40cm四 方の正方形を十字型に

並べた形になるようにして、19mm幅 のラインテー

プにてマーキングを行う (図1)。最初は右足で図

中の中央①のエリアに立ち、片足のみでできるだけ

すばやくジャンプしながら、① (中央)→ ② (前)

ノチ

→O→ ③ (右)→ ①→④ (左)→ ①→⑤ (後)→ ①

の順番で移動し続け、20秒 間に各エリアに着地し

た回数を記録した。各エリアのラインから足が完全

に外に出た場合には、回数をカウントしないものと

した。また、ジャンプの方向を間違えた場合や、2

回連続して各エリアのラインから完全に外に出た場

合、反対側の足を床に着けてしまった場合には、2

分以上休息した後に再度測定を行った。

右足による測定が終了したら、2分 以上の休息後

に左足にて同様の測定を行った。測定は、右 ・左と

もに 2回 ずつ行い、左右それぞれについて多い方

の回数を測定値として採用した。

写真 1 ダ ンベルスナ

ヽヽ

②

④ ① ③

⑤
1)巴40cm

- 1 3 -

図 1.片 脚 4方 向ジャンプの床面マーキング
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3)全 身反応時間

竹井機器工業社製全身反応時間測定器を用い、被

測定者をフォースプレー ト上に立たせ、ランプ点灯

の合図に対してすばやく反応してフォースプレー ト

から足を離す動作を行い、計測された反応時間を記

録した。測定は 5回実施し、最大値と最小値を除く

3回 分のデータの平均を測定値とした。

4)脚 パワー

コンビ社製パワーマックスVを 用い、マニュアル

トレーエングモー ドにおいて、被測定者の体重の

75%の 負荷にて、10秒 間の全カペダリングを 1回

行わせ、ピーク回転数及び平均パワーを測定値とし

た。

ヽヽ

3. 結果

(1)ベ ンチプレス lRM

表 2に 各測定項目の階級別平均値を、表 3に 各測

定項目の測定値間の相関係数を、また、表 4に 各測

定値の強化 ・指定選手とジュニア選手の平均値を示

した。

ベンチプレスの lRMと 体重との間には有意な正

の相関 (p<0.01)が、ベンチプレス lRM体 重比と

体重との間には有意な負の相関 (pく001)が それ

ぞれ認められた。

ベンチプレス lRMの 強化 ・指定選手とジュニア

●

●"●

‐ ‐  ● y==0.514x+78。lS

r=0.58(p<0.01)

有賀誠司ほか

135                  55      75      95      115

体 重 飽 )

卜の l R M及 び l R M体 重比 と体重 との関係

強化選手の平均値間に有意差は認められなかった

が、lRM体 重比については、強化 ・指定選手の平

均値はジュニア強化選手に比べて有意に大きい値を

示した (pく001)。

(2)ス クワットlRM

図 2に 、スクワットlRM及 びスクワットlRM

体重比 と体重 との関係を示 した。スクワットの

lRMと 体重との間には有意な正の相関 (p<001)

が、スクワットlRM体 重比と体重との間には有意

な負の相関 (p<001)が それぞれ認められた。

図3に 、強化 ・指定選手及びジュニア強化選手の

スクワットlRM及 び lRM体 重比の平均値を示し

た。スクワットlRMの 強化 ・指定選手とジュニア

強化選手の平均値間には有意差は認められなかった

が、lRM体 重比については強化 ・指定選手の平均

値は、ジュニア強化選手に比べて有意に大きい値を

示した (pく005)。

(3)ダ ンベルスナッチ lRM

l)lRM及 び lRM体 重比の値

右手によるのダンベルスナッチ lRMの 最低値

は、60kg級 の選手 1名 が記録 した 25 0kgであ

り、最大値は 81kg級 の選手 1名、100kg級 1名、

100kg超級 4名 が記録した50 0kgであった。一方、

右手によるダンベルスナッチ lRM体 重比の最低値

は、100kg超級の選手 1名が記録した026で あり、

２

３

・
６

・
４

２

帆

持
マ

合

急

旨

と
か

い

ふ

Ｋ

Σ
営
「
二
小
い
ふ
К

75      95     115

体 重 俺 )

図 2 .ス クワッ

y=-9.2爵
・103x_2.367

r=-0.63(p<0.01)
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75     95     115    135

体 重 に )

図4.ダ ンベルスナッチ (右)の

最大値は 60kgの 選手 1名 が記録 した 067で あっ

2)体 重との関係

図 4に 、右手によるダンベルスナッチ lRM及 び

ダンベルスナッチ lRM体 重比 と体重 との関係を示

した。右手によるダンベルスナッチ lRMと 体重 と

の間には、有意な正の相関 (p<001)が 、右手に

よるダンベルスナッチ lRM体 重比 と体重 との間に

は有意な負の相関 (p<001)が 認め られ、左手に

よるダンベルスナッチにおいても、lRM及 び lRM

体重比の両方について同様の関係が認められた。

(2002)

55       75      93      145      133

体 重 懲毬)

lRM及 び lRM体 重比と体重との関係

3)競 技レベルとの関連

図 5に、強化 ・指定選手及びジュニア強化選手の

左右のダンベルスナッチの lRMの 平均値を示した。

右手によるダンベルスナッチ lRMの 平均値につい

ては、強化 ・指定選手とジュニア強化選手の平均値

間には有意差は認められなかったが、左の lRMに

ついては強化 ・指定選手の平均値はジュニア強化選

手に比べて有意に大きい値を示した (pく005)。 ダ

ンベルスナッチの lRM体 重比についても、上記の

lRMと 同様の関係を示した。

4)ベ ンチプレス及びスクワットの lRMと の関係

柔道科学研究,7,12-23

1         1    :Pく
(0。05

回 強化・指定選手

Eジ ユニア強化選手

図3.強 化 ・指定選手及びジュニア強化選手のスクワットlRM及 び lRM体 重比の平均値
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ダンヘルスナッチlRM〈左)

r

図 5.強 化 ・指定選手及びジュエア強化選手の左右のダンベルスナッチ lRMの 平均値
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左右の ダンベルスナ ッチ lRMと ベ ンチプ レス

lRMと の間には、有意 な正の相関が認 め られた

(pく001)。 また、左右のダンベルスナッチ lRMと

スクワッ ト lRMと の間にも、有意な正の相関が認

められた (pく001)。

5)左 右の比較

ダンベルスナ ッチ lRM及 び lRM体 重比の右側

と左側の測定値間には、それぞれ正の有意な相関が

認められた (p<001)。

一
方、ダンベルスナ ッチ lRMの 右側の平均値は

3 9 8± 5 . 8 1 k g、左 側 は 3 8 5± 6  0 7 k gであ り、

5       10       15       20

体脂肪暮 (%)

右側の平均値が左に比べて有意に大きい値を示 した

(p<0001)。 また、ダンベルスナ ッチの lRM体 重

比についても、右側の平均値が左に比べて有意に大

きい値を示 した (p<0001)

(4)片 脚 4方 向ジャンプ

1)測 定値

右の片脚 4方 向ジャンプの最低値 は、 100kg超

級の選手が記録 した 38回 であ り、最大値は 60kg

級 の 選 手 2名 、73kg級 1名 、81kg級 1名 が 記

録 した 80回 であつた。左については、最低値 は、

100kg超 級の選手 2名 が記録 した 40回 であり、最

75      95      115     135

体 重 磯 )

図6.片 脚 4方 向ジャンプの測定値と体重及び体脂肪率との関係

タンペ)レスナッチlRM(右 )
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●
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大値は 60kg級 の選手 1名 が記録した 78回 であつ

2)体 重及び体脂肪率との関係

図6に 、右脚による片脚 4方 向ジャンプの測定値

と体重及び体脂肪率の関係を示した。両者の間には

いずれも有意な負の相関が認められ (pく001)、 左

卸についても同様の関係を示した。

3)競 技レベルとの関連

片脚 4方 向ジャンプの左右の平均値については、

強化 ・指定選手とジュニア強化選手の平均値間には

有意差は認められなかった。

4)ス クワットlRM及 び lRM体 重比との関係

図7に 、片lr1 4方向ジャンプ (右)の 測定値とス

クワットlRM及 び体重比との関係を示した。片脚

4方 向ジャンプ (右)の 測定値とスクワットlRM

との間には有意な相関は認められなかったが、スク

ワットlRM体 重比との間には有意な正の相関が認

められた (p<001)。

5)左 右の比較

図 8に 、左右の片8rr 4方向ジャンプの平均値を

示した。右の平均値と標準偏差は 6025± 1057、

左は 5786± 1025で あり、右側は左側に比べて

有意に大きい値を示した (pく001)。

●

1   1.2  14  1,6  1.8   2   2.2  2.4

スクワットlRM/体 重 o宅)

卜
  (5)全 身反応時間

全身反応時間の測定値と体重、体脂肪率、ベンチ

プレス ・スクワット・ダンベルスナッチ左の lRM

との間には、それぞれ有意な正の相関が認められた。

一方、ベンチプレス ・スクワット・左右のダンベル

スナッチの lRM体 重比及び左右の片脚4方向ジャ

ンプの測定値との間には有意な負の相関が認められ

た (pく001)。

全身反応時間の強化 ・指定選手及びジュニア強化

選手の平均値については、有意な差は認められな

かった。

|                                          |

□左脚

■右脚

」
　

・
８

図 7.片 脚 4方 向ジャンプの測定値とスクワットlRM及 び lRM体 重比との関係
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(6)脚 パワー

脚パワーの測定値と体重、体脂肪率、ベンチプレ

ス ・スクワット・左右のダンベルスナッチの lRM、

全身反応時間との間には、それぞれ有意な正の相関

が認められた。一方、ベンチプレス ・スクワット・

左右のダンベルスナッチの lRM体 重比及び左右の

片脚 4方 向ジャンプの測定値との間には有意な負の

相関が認められた (pく001)。

脚パワーの強化 ・指定選手及びジュニア強化選手

の平均値については、有意な差は認められなかっ

た。

4.考 察

今回の測定において新 しく導入された測定項
慰

はダンベルスナッチ lRMと 片脚 4方 向ジャンプで

あった。本項では、これら2つ の測定項目につばて、

柔道との関連や測定結果を中ンいに、柔道選手の体カ

測定項目としての適用の有効性について検討を加え

る。

(1)ダ ンベルスナッチ lRMに ついて

現在までの日本の柔道選手の筋カ トレーニングに

おいては、高負荷を用いて低速度でベンチプレス

やスクワットといった一般的なトレーニング種目を

実施し、挙上重量を伸ばすことに重点が置かれる傾

向にあった。また、柔道選手においては、筋パワー

を養成するためのエクササイズとして、バーベル

を用いたクリーンがよく行われているが、この動作

は柔道選手に必要であるとされている体幹の捻転動

作
3～4)を

伴わず、フォームの習得が比較的難しい。

さらに、柔道選手の場合には、肘や手首の可動範囲

の要因によって、バーベルを肩の高さに正しく保持

できないなどの問題点があった。

今回新たに測定項目の一つに加えられたダンベル

スナッチは、ダンベルを片手に保持して素早く挙上

するダンベル ・クイックリフト
5～めの一つであり、

体幹の回旋動作を伴うことや、フォームの習得が比

較的容易であるなどの理由から、近年、柔道選手の

パワー向上のためのトレーニング手段として現場に

導入されるようになってきているものである
9 1`2)。

筆者ら
lDは

、本研究に先立ち、大学柔道選手 49

名を対象に、ダンベルスナッチの lRMの 測定を行

い、体重との関係、ベンチプレスやスクワットの

lRMと の関係、左右の測定値の比較、競技レベル

との関連などについて検討を行ったが、これらの測

定結果のほとんどは、本研究と同様の傾向を示すも

のであり、再現性についての問題点は見い出されな

かった。

今回の測定におけるダンベルスナッチの lRMの

平均値は、右 398± 6.2kg、左 38.9± 6.2kg、最

大値 50 0kg、最小値 25 0kgであった。測定場所

に備えられたダンベルの最大重量は 50kgで あった

が、今後の測定の際には 50kg々越える重量に調節

可能なダンベルを準備することが必要であると思わ

れた。

ダンベルスナッチ lRMと 体重との間には正の相

関が、lRM体 重比と体重との間には負の相関が認

められた。重量級選手の lRM体 重比が低い傾向に

あり、柔道選手を対象として筋力測定を行った先行

研究
14 1ヽゆ

の結果と類似するものであった。

ダンベルスナッチの lRM及 び lRM体 重比は、

ベンチプレスとスクワットの lRM及 び lRM体 重

比との間に有意な正の相関を示した。今回対象と

なった選手のほとんどは、ダンベルスナッチが未

経験であったことから、ダンベルスナッチの挙上重

量は、一般的に実施されているベンチプレスやスク

ワットの挙上重量と関連があり、筋力評価の指標の

一つとして活用しうる可能性を示唆するものである

と考えられた。

競技レベルとダンベルスナッチの lRMの 関連を

調べるために、強化 。指定選手とジュニア強化選手

の lRM及 び lRM体 重比の平均値の比較を行った

ところ、右側については両者に差が認められなかっ

たが、左側については強化 ・指定選手の方が有意に

大きな値を示す結果となった。強化 。指定選手につ

いては、lRMの 左右の有意差は認められず、ジュ

ニア強化選手については、右側の lRMが 左に比ベ

有賀誠司ほか
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て有意に高かつたことから、ジュニア強化選手は、

強化 ・指定選手に比べて、左の lRMの 値が低 く、

と右差も大きいことが明らかとなった。

今後、ダンベルスナッチの柔道選手における体力

鋼定や トレーニング手段としての有効性を検証する

ためには、ダンベルスナッチと柔道の動作との関連

や、ダンベルスナッチの長期的実施に伴うトレーニ

ング効果に関する研究等を推進することが必要であ

ると考えられる。

12)片 脚 4方 向ジャンプについて

柔道の立ち技においては、片脚荷重の状態でバラ

ンスをとったり
19)、

相手を担ぎ上げたりする動作

がみられる。また、柔道選手に多く見られる膝の靭

寄損傷の受傷要因として、下肢の体重支持能力との

電連が指摘されている
20～24)。これらのことを踏ま

え、今回実施した片脚 4方 向ジャンプは、柔道選手

に必要な下肢の体重支持能力や障害予防能力を把握

することを目的として、片8alで体重を支持 ・移動す

る動作で構成されており、現場でも簡便に実施でき

るように配慮して考案されたものである。

筆者ら
25)は

、本報告に先立ち、予備テス トとし

て、実業団チームに所属する柔道選手 11名 を対

象に、今回と同じ形状の十字型のマーキングを用い

て、中央→前→中央→右→中央→左→中央→後→中

央へと片lalのみでできるだけ素早くジヤンプで移動

する一連の動作を 5セ ット実施させ、所要時間の測

定を行った。この結果、所要時間の平均値及び標準

偏差は 1599± 171秒 であり、体重、体脂肪率、

サイドステップと有意な相関が認められ、柔道選手

う敏捷性を把握するためのテスト項目として活用で

きる可能性が示唆された。しかしながら、このテス

トは、所定の動作の所要時間を測定するものであっ

たため、同時に多人数の測定を行う場合には、計測

用のストップウォッチや計測員を数多く準備する必

要があつた。このため、本報告では、動作やジャン

プの方向と順番については予備テス トと同様とし、

20秒 間に接地した回数を記録する方法を採用した。

この結果、測定員は、タイムキーパー 1名 と回数の

柔道科学研究,7, 12-23 (2002)

計測者のみとなり、より簡便に測定を行 うことが可

能 となった。

本報告では、片脚 4方 向ジャンプの泊J定値と、体

重及び体脂肪率との間には有意な負の相関が認めら

れたのに対し、スクワットlRMと の間には有意な

相関が認められず、予備テストと同様の結果となっ

た。一方、今回の測定において、片脚4方 向ジャン

プの測定値と、スクワットlRM体 重比との間に有

意な正の相関が認められた点については、予備テス

トとは異なる結果であつた。この要因としては、予

備テストの対象となった選手のほとんどに膝の傷害

の既往があり、強化 ・指定選手に相当する競技レベ

ルの選手が含まれていなかったことや、本報告の測

定時間が 20秒 であり、予備テストにおける平均所

要時間よりも4秒程度延長したことなどが考えられ

た。

今後、片脚 4方 向ジャンプの柔道選手における体

力測定や トレーエング手段としての有効性を検証す

るためには、測定時間に変化を加えた検討や、測定

値と得意技の種類及び軸足と関連、測定値と下肢の

傷害との関連、 ト レーエングに採用して長期的に実

施した場合の測定値の変化、などについて検討を加

えることが必要であると考えられた。

5.要 約

本報告では、柔道の競技特性や傷害予防に関連

し、簡便に実施できることをふまえて考案された

フィールドテスト項目を、全日本柔道男子強化 。指

定選手及びジュニア強化選手を対象に実施し、その

基礎データを入手するとともに、次のような結果を

得た。

1)ベ ンチプレスとスクワットの lRMに ついては、

共に、体重との間に有意な正の相関が認められた

(pく001)。 一方、lRM体 重比については、体重と

の間に有意な負の相関が認められた (pく001)。

2)ベ ンチプレス及びスクワットの lRMに ついて

は、強化 ・指定選手の平均値とジュエア強化選手の

平均値に有意な差は見られなかったが、ベンチプレ
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有賀誠司ほか

ス及びスクワットの lRM体 重比の平均値について

は、強化 ・指定選手の方が、ジュニア強化選手に比

べて有意に大きい値を示した。

3)ダ ンベルスナッチ lRMに ついては、体重との

間に有意な正の相関が認められた (pく001)。 一方、

ダンベルスナッチ lRM体 重比については、体重と

の間に有意な負の相関が認められた (p<001)。

4)右 手によるダンベルスナッチ lRM及 び lRM

体重比については、強化 ・指定選手の平均値とジュ

ニア強化選手の平均値に有意な差は見られなかっ

たが、左については、強化 ・指定選手の方が、ジュ

ニア強化選手に比べて有意に大きい値を示 した

(p<005)。

5)左 右のダンベルスナッチの lRMと 、ベン
くで

レス lRM及 びスクワットlRMと の間には、それ

ぞれ有意な正の相関 (pく001)が 認められた

6)片 脚 4方 向ジャンプの測定値については、体

重及び体脂肪率と有意な負の相関が認められた。ま

た、スクワットlRMと の間には有意な相関が認め

られなかったが、スクワットlRM休 重比との間に

は有意な正の相関が認められた。

7)全 身反応時間の測定値と休重、体脂肪率、ベ

ンチプレス ・スクワット・ダンベルスナッチ左の

lRMと の間には、それぞれ有意な正の相関が認め

られた。一方、ベンチプレス ・スクワット・左右の

ダンベルスナッチの lRM体 重比及び左右の片脚 4

方向ジャンプの測定値との間には有意な負の相関が

認められた (p<0.01)。

8)脚 パワーの測定値 と体重、体脂肪率、ベンチ

プレス ・スクワット・左右のダンベルスナッチの

lRM、 全身反応時間との間には、それぞれ有意な

正の相関が認められた。一方、ベンチプレス ・スク

ワット・左右のダンベルスナッチの lRM休 重比及

び左右の片脚 4方 向ジャンプの測定値との間には有

意な負の相関が認められた (p<001)。

全日本強化選手の体力測定項目として今回新たに

加えられた、ダンベルスナッチと片脚 4方 向ジャン

プの2種 目については、休重や体脂肪率及び他の測

定項目との関連が認められ、特にダンベルスナッチ

については、競技レベルとの関連を見い出すことが

できた。また、これらの 2種 目の測定結果は、予備

テストの結果とほぼ同様の傾向が見られ、再現性に

ついての問題点はみられなかった。これらのことか

ら、ダンベルスナッチと片脚 4方 向ジャンプは、柔

道強化選手の体カテスト項目として有効な指標とな

りうる可能性が示唆された。
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岡泉 茂

ジュニア期における日本選手の傾向 ・課題について

(財)全 日本柔道連盟男子ジュニアコーチ 岡 泉 茂

|

はじめに

2001年 ドイツ ・ミュンヘンに於いて世界選手権

が行われ、日本男子はメダルこそ4個 取つたものの

金メダルは 1個 という、前回のバーミンガムの世界

選手権、シドニーオリンピックから比べると非常に

厳しい結果に終わった。

また、今回の世界選手権では今まで強いと言われ

てきた欧州勢や旧ソ連の国々に加え、チュニジアや

イランが初の金メダル獲得するなど、強者のへやが
世界に広がったことを現す大会でもあった。

日本はこの様な状況の中、今後も更に厳しい戦い

が予想され、2003年 の大阪世界選手権、2004年

のアテネオリンピック、それ以降の世界大会に向

け早急なジュニア強化がこれまで以上に重要視され

る。

そこで全日本ジュニア強化選手 (中学強化選手も

含む)の 海外での試合、合宿を通じ、日本選手の一

般的傾向と課題を把握し今後の取り組みの方向性に

ついて述べることにする。

1.傾 向と課題

中学生の海外派遣はここ3年 間、全国中学校大

会の個人戦のチャンピオンを中′己、(派遣選手 7名 )

にドイツに於いて個人戦と国別団体戦に参加してい

る。試合内容は同階級でも自分よりひとまわり大き

い相手との対戦が多く、普段持たれることが少ない

奥襟や背中を持たれるケースもあり、動きを止めら

れ反則を取られる場面もあった。

日本の選手と比べて相手の技術 (技、組手、受け

等)。経験不足もあり、結果はほぼ全員が個人戦優

勝し、国別団体戦 (体重別)も ほとんどの選手が勝

つ圧倒的な内容で優勝をしている。

一方、ジュニア (U-20)の 海外派遣には全国

本ジュエア大会、インターハイチャンピオンクラス

を派遣している。

ジュニア期になると諸外国の技術レベルも中学期

に比べ数段上がる。中には世界選手権、オリンピッ

クの舞台で活躍するぐらいの実力を付けてくる選手

もおり、中学生のように全階級優勝する又は入賞す

ることが極めて難しい状況にある。

負けた試合を検証してみると、多くは引き手、釣

手ともしっかり組んでない、又は組ませてもらえな

いところから先々に技 (朽木倒、肩車、隅返等)を

仕掛けられたり、組み負けて相手の前に出る圧力に

押され苦し紛れに技を掛けたところ掬投や返し技で

投げられている。また、休力的、精神的に競り負け

反則を取られ負けるパターンも少なくない。

この様に、中学期からジュニア期に進むにつれて

外国選手の技術レベルが向上すると、一般的に身

体能力で劣る日本選手は厳しい戦いを強いられて

いる。今日までの日本柔道の技術力はもちろんのこ

と、身体能力、精神力もバランス良く高めていくこ

とが、今後取り組まなければならない課題である。

2.課 題解決に向けての現場での取り組み

(1)組 手対策

国内において日本選手同士の対戦の多くは両者と

も片方しか持たないとき (例えば喧嘩四つの組手

で互いに釣手しか持っていないときなど)は 、お互

いの攻め手に欠ける。ややもすると相手に投げられ

ない安全な組手という意識を感じるが、上記のよう

に日本選手の多くは、外国選手に対してこの状態か

ら攻められての反則、もしくは投げられて負けてい

る。

このことから、早く両襟でもいいから釣手 ・引き

手 2本持つこと、2本持ったら素早く技を2つ 3つ
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とつなげて掛けることを指導している。

2)「一本」取る技の確立

この 「一本」を取る技は、世界チヤンピオンクラ

スを観ても解るように必ず自分の形、決め技を持っ

ている。

特に中学 ・ジュニア期に於いて自分の軸となる

技、「一本」取る技を確立するため、技を創る基本

である 「打込み」に時間を置いている。非常に地味

と反復練習であるが今の時期に最も必要でありかつ

功果的と考える。また、国内の合宿等では技のスペ

シャリストを招聘し技や技術指導を行なっている。

13)身 体能力 ・栄養 ・メンタルの強化

槽古以外の部分で自己管理能力を高める目的で、

全柔連のサポー トスタッフによる以下のような講義

を行なっている。 ト レーエング器具の効果的な使用

方法や器具がない時の トレーニング方法及び実技、

目頃のスポーツ選手の食事及び試合前の減量対策や

構古中の水分補給、メンタル面に於いては試合前の

費己コントロール、セルフトーク等。

14)実 戦による対外国選手対策

多くの国際大会を観ても分かるように、明らかに

ヨ本選手と外国選手とでは組手、スタイル及び攻

め方の違いがある。これらは世界で戦っていく上に

於いて克服しなければならない重要なポイントであ

る。

国内の合宿では対外国選手の実戦的な組手、攻め

方の対応策や VTR(国 際大会など)研 究を行って

いる。こうした取り組みをもとに、ジュニア期に於

いても国際大会で勝つことを目的として諸外国に派

遣している。

もう一つ大きな目的として、外国選手との試合や

柔道科学研究,7, 24-25 (2002)

試合後の国際合宿で数多くの稽古を行い、様々な組

手、スタイルを体験することによる実践的な対外国

選手対策を行なっている。       ャ

3,今 後の取り組みと方向性

今後の世界 ・オリンピックを考えても海外で試合

することが多い。今まで行ってきた取り組みを世界

の舞台で十分発揮させるとき、海外の環境、大会の

雰囲気にいかに順応できるかによって試合結果が左

右されることも少なくない。

次世代の世界 。オリンピックチャンピオンを育成

する上において、上で述べた取り組みを引き続き行

なうと共に、更に多くの実戦を経験することによっ

て対外国選手への慣れ、または自信といった精神面

の強化をこのジュエア期に植え付けていくことが必

要である。

おわりに

今後、更に重要性を増すジュエア育成について、

これまでジュニア期における海外での試合 ・合宿で

の一般的傾向とそれに対する取り組みを述べた。

世界の頂点から見た現時点での課題を、これまで

の取り組みの中から選手個人が気付き体験すること

によって、一つでも多く克服していくことがレベル

アップの最短距離である。

私自身全日本のジュニアコーチとしても引き続き

ジュニア選手の強化、育成を行なっていくが、全国

本のサポー トスタッフと各選手の所属の先生と今ま

で以上に連携を取り合い一体となって一選手を育成

していかなければならないと考えている。
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